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ガガブタの子房にできた瘤

浜 島

陸上植物の菌エイ•虫エイに比べ水草の瘤につ 

いての報告は少ない.鈴木 (19 81 )はガガブタの 

浮葉に生じた瘤を観察し，浜 島 (1993)はホソバ 

ミズヒキモの茎の節に発生した瘤を報告している. 

これらはいずれも菌を原因とする菌エイである.

三重県松阪市でため池の植生を20⑻年 8 月 8 日 

に調査している時，花の終わった子房に図に示す 

ような瘤をつけたものを見つけた.同じ花序には 

花の終わったもの，これから花をつけるものなど 

6 本の花柄が見られたが，いずれも正常であった.

この瘤は多少中央に凹は見られるが径約4.5・ 
程の球形をしている.表面は黄緑色をし，ざらつ 

いている.この断面を観察すると，中は細胞で充 

満し，所々に褐色で表面に突起をもつ胞子様の細 

胞がみられるが，虫室はみられない.これらの観 

察からこれは菌エイと考えられる.なお，瘤の発 

生部位は子房の壁面で，菌の侵入により細胞の異

繁 隆

図 1. ガガブタの子房にできた瘤.g : 瘤.

常増殖が起き瘤を形成したものと考えられる.
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